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デ
ィ
ル
タ
イ
の
歴
史
研
究
に

於
け
る
資
本
主
義
観

出

臓

1=] 

長3

と
h
K
取
り
上
げ
る
問
題
は
、
「
へ

1
グ
ル
以
後
に
於
け
る
精

紳
史
の
最
ム
へ
の
歴
史
家
H
と
叩
仰
せ
ら
れ
る
ダ
ィ
ル
グ
イ
の
歴
史
研

花
b
v
L

白
J

亡
・
度
'
-
入
、
、
て
つ
是
正

5
5
3
1
I
C
E民
f
一コ

1

a:
在
、
ヌ

1

4

ト

8
・

t一
4

j
主
!
。
，
訂
作

J
j措
廿

J
t

た
で
あ
ら
う
か
と
云
ふ
事
で
あ
る
。

デ
ィ
ル
タ
イ
の
歴
史
研
究

に
は
、
資
本
主
義
そ
の
も
の
を
針
象
と
し
又
は
多
〈
の
関
心
を

寄
せ
て
ゐ
る
務
作
は
存
在
し
友
い
。
ぞ
れ
は
二
つ
の
理
由
に
基

づ
く
。

一
は
彼
の
歴
史
の
特
質
(
後
述
)
で
あ
り
、
他
は
彼
の
研

究
の
叫
割
相
就
が
十
九
世
紀
の
↓
初
頭
ま
で
に
限
ら
れ
た
と
云
ふ
事
で

あ
る
。
邸
ち
そ
の
劉
象
は
、
現
代
の
如
〈
資
本
主
義
が
粧
舎
の

全
領
域
に
顕
著
友
矛
盾
を
露
は
に
し
て
ゐ
た
か
っ
た
時
代
(
特

に
彼
が
カ
を
入
れ
た
調
逸
に
於
て
は
)
ま
で
に
限
定
さ
れ
て
ゐ

る
の
で
あ
る
。
け
れ

E
も
彼
の
如
き
慧
眼
に
し
て
豊
富
な
る
庭

ヂ
ィ
ル
タ
イ
の
歴
史
研
究
に
於
げ
る
資
本
主
義
破

史
家
に
し
て
後
に
人
類
に
一
犬
課
題
を
課
ず
る
資
本
主
義
の
把

援
が
全
然
快
除
し
て
ゐ
る
筈
が
た
い
、

叉
あ
る
べ
き
で
は
な

ぃ
。
と
L

陀
彼
の
歴
史
研
究
上
り
彼
の
資
本
主
義
視
を
窺
知
せ

ん
と
ナ
る
は
、
現
代
の
課
題
に
答
へ
ん
と
す
る
わ
た
〈
し
の
欲

求
の
た
め
で
あ
る
と
共
に
、

又
J

ア
ィ
ル
タ
イ
の
歴
史
研
究
忙
於

て
、
彼
の
方
法
論
自
身
の
趨
用
を
知
り
、
そ
の
反
省
に
資
ぜ
ん

と
と
を
期
す
る
た
め
で
あ
る
。
蓋
し
歴
史
の
研
究
方
法
の
具
慢

性
は
、
そ
の
研
究
賞
践
の
結
果
た
る
歴
史
綾
漣
に
於
て
如
貨
に

沼
識
し
う
る
P
あ
ら
勺
③

わ
た
く
し
は
近
代
科
皐
の
理
解
を
讃
者
忙
得
る
た
め
に
、
そ

れ
と
の
封
北
に
於
て
、
中
世
か
ら
書
き
起
さ
ね
ば
友
ら
一
泣
い
。

中
世
に
於
け
る
形
而
上
事
邸
ち
「
賓
輯
的
形
式
の
形
而
上
聞
巴

(冨
o
z
h岳
、

m
F
L
E
a
E
E
P口
N
E一
宮
町
2
E
σ
自
)
は
、
一
枇
舎
を
封

象
と
す
る
部
門
に
あ
っ
て
は
「
神
政
政
鱒
的
宏
一
枇
舎
の
形
而
上

肇
」
(
F
S
F
E
E印
円
宮
富
。
Z
1】}邑
r
ι
E
C
g告白
n
z
g
で
る
る
。

「
中
世
に
於
げ
る
社
舎
の
外
的
穂
制
の
説
明
を
組
成
す
る
要
素
の
中

最
色
重
要
な
る
も
の
は
、
教
曾
観
で
あ
る
。
こ
れ
は
中
世
の
祉
曾
視

の
一
脚
政
政
憶
的
性
格
を
規
定
し
た
。
あ
ら
ゆ
る
等
級
秩
序
の
精
蹄
的
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ヂ
ィ
ル
タ
イ
の
暦
見
研
究
に
於
げ
る
資
本
主
義
親

寅
樫
は
、
教
曾
に
於
て
一
の
神
秘
的
圏
慌
に
ま
で
結
合
せ
ら
れ
た
。
こ

の
圏
髄
は
敬
曾
に
最
も
返
事
三
位
一
髄
や
天
使
か
ら
、
教
舎
の
門
前

の
乞
食
、
教
官
の
隅
の
隅
で
恭
し
〈
脆
づ
き
な
が
ら
ミ
サ
の
犠
牲
を

戴
い
で
ゐ
る
奴
隷
に
ま
で
及
ぶ
。
:
・
枇
曾
内
に
於
げ
る
教
曾
の
植

能
ぽ
、
一
方
に
於
て
そ
れ
が
櫨
能
ず
あ
る
以
上
法
律
命
題
に
よ
っ
て

叙
説
す
る
こ
ー
と
が
出
来
、
従
っ
て
法
律
秩
序
、
宗
規
に
分
岐
什
-
ら
れ

る
、
そ
し
て
他
方
に
於
て
、
刊
け
か
ら
由
来
す
る
も
の
で
め
る
以
上
、

人
間
M
曾
日
於
寸
最
高
の
安
常
性
を
有
「
品
も
の
一
同
一
め
る
。
か
く
し

て
頭
と
凹
肢
と
よ

h
成
る
金
健
と
し
て
の
教
曾
輔
副
が
生
じ
た
。
こ
の

全
世
の
中
に
は
、
そ
の
身
憶
と
し
て
、
超
越
的
世
界
か
ら
こ
れ
に
縛

移
せ
ら
れ
、
紳
の
救
潜
の
手
般
を
行
ム
統
一
憶
が
宿
つ
で
ゐ
る
。
教

舎
は
、
こ
の
身
健
の
魂
と
し
て
最
高
の
櫨
能
を
以
て
最
高
の
目
的
を

賓
現
す
る
。
こ
の
目
的
と
比
べ
る
な
ら
ば
、
政
治
的
秩
序
を
生
か
し

て
ゐ
る
全
て
の
関
心
は
皐
に
手
段
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
全

で
の
政
治
的
秩
序
は
数
舎
に
従
属
し
で
ゐ
る
。
」

こ
の
思
想
を
理
論
的
に
絞
述
し
た
者
は
一
例
撃
者
で
あ
る
。
彼

等
は
、
「
園
出
戒
を
キ
リ
ス
ト
の
一
神
秘
的
身
健
た
る
教
舎
に
役
立
つ

道
具
と
し
て
之
に
従
属
せ
し
め
た
」
か
ら
、
法
は
教
曾
の
法
と

王
の
法
と
に
分
れ
る
。
毅
舎
の
法
は
即
ち
一
榊
の
法
・
自
然
法
で

あ
り
、
之
と
矛
盾
す
る
園
家
の
法
律
・
命
令
は
拘
束
力
た
き
も

の
で
あ
っ
た
。
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「
中
世
の
こ
の
榊
政
政
程
的
批
舎
秩
序
は
、
西
洋
の
従
来
の
政
治
的

原
理
の
代
り
に
、
榊
か
ら
由
来
す
る
械
威
の
原
雌
い
を
置
い
た
。
こ
b

に
於
て
活
動
し
て
ゐ
る
見
解
は
、
均
品
川
じ
於
七
る
を
吐
曾
制
慨
を
費
草

し
た
む
今
や
法
撃
に
於
て
は
、
開
憶
(
町
内
主

-
5
E
5】
)
の
械
念
が
生

じ
た
。
政
治
酎
晶
子
に
於
で
は
、
岡
家
の
諾
栴
念
の
紳
率
的
基
礎
付

げ
が
生
じ
た
。
そ
れ
と
結
び
つ
い

τ
一
般
的
形
而
上
撃
に
基
づ
き
、

常
時
知
ら
れ
て
心
た
府
史
的
枇
合
的
現
象
の
金
賞
在
を
包
捕
し
だ
最

側
の
枇
A
W
聞
の
形

m
t早
川
か
生
じ
た
り
T
め
7
M
m
h
i

我
々
は
此
の
形
而
上
皐
を
特
徴
づ
け
る
た
め
に
、

そ
の
人
間

事
と
図
案
視
と
を
見
ゃ
う
。
人
間
皐
は
、
精
榊
科
単
一
に
於
け
る

落
礎
埋
論
で
あ
り
、
図
家
生
活
は
、
人
間
の
枇
合
生
活
の
古
来

よ
り
の
最
も
具
鰻
的
友
生
活
形
態
で
あ
る
か
ら
。

人
間
車

一
柳
政
政
酬
閥
的
危
枇
舎
の
形
而
上
皐
は
、
首

時
の
キ
リ
ス
ト
毅
即
ち
カ
ト
リ
ッ
ク
教
意
識
の
内
に
存
す
る
。
と

の
意
識
に
於
て
は
、
意
志
が
そ
の
濁
自
の
形
而
上
皐
的
性
格
を

持
つ
。
ギ
リ
シ
ャ
人
の
審
美
的
科
事
的
唾
反
と
相
違
し
て
、
ロ

!
?
人
の
生
活
の
中
心
髄
は
意
志
で
る
る
。
「
支
配
・
自
由
・
法

律
・
権
利
及
び
義
務
の
諸
闘
係
に
於
け
る
意
志
の
位
置
は
、
此

の
揚
合
、
世
界
の
理
解
及
び
形
而
上
撃
的
た
概
念
構
成
の
出
費

瓢
を
作
っ
て
ゐ
る
o
」
ア
ク
グ
う
ア
イ
ヌ
ス
に
於
て
は
、
彼
が
判
断
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に
於
て
意
志
の
承
認
の
要
素
を
強
制
し
た
事
に
よ
っ
て
、
知
識

そ
の
も
の
を
意
志
に
従
属
せ
し
め
、
知
識
は
信
仰
と
友
っ
た
。
而

も
乙
の
意
志
は
榊
の
意
志
に
外
友
ら
た
い
。
そ
し
て
感
情
は
、

神
の
意
士
山
に
叛
く
も
の
・
悪
魔
と
し
て
排
斥
せ
ら
れ
た
。
従
つ

て
人
間
接
は
、
紳
事
の
一
部
で
あ
っ
て
猶
立
に
考
察
さ
れ
て
は

ゐ
守
、
又
人
間
性
に
於
け
る
意
士
山
の
此
の
過
重
は
、
丈
欝
復
興

期
に
も
及
び
、

v
b
ヤ
ャ
ペ
リ
ー
に
於
て
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ

る
..困固

".剛..

国
家
槻

紳
政
政
般
的
政
枇
品
問
の
形
而
上
即
時
一
副
に
於
℃

は
、
岡
家
は
「
一
柳
の
困
」
と
「
世
俗
の
園
」
と
に
分
け
ら
れ
る
。
そ

し
て
「
世
俗
の
園
」
は
、
利
己
心
の
創
遣
で
あ
り
、
悪
魔
的
園
出
家

友
り
と
せ
ら
れ
(
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
〉
、
園
家
生
活
の
課
題
は
、

人
聞
の
宗
教
的
目
的
を
可
能
怒
ら
し
め
る
制
約
の
閥
系
を
賓
現

ず
る
事
に
存
す
る
が
故
に
、
世
俗
の
統
治
権
は
僧
侶
階
級
に
従

属
せ
し
め
ら
れ
(
ト
マ
ス
・
ア
ク
イ
ナ
ス
判
、
園
家
生
活
を
ヨ
リ
高
く

評
債
ず
る
ダ
ン
テ
に
あ
っ
て
さ
へ
も
、
政
擦
と
宗
檎
と
を
同
時

に
榊
か
ら
直
接
に
由
来
す
る
こ
つ
の
櫨
力
と
見
、
図
J

誕
生
活
の

目
的
剖
ち
一
般
的
平
和
を
保
謹
す
る
岡
家
の
形
態
、
郎
ち
君
主

ヂ
ィ
ル
タ
イ
の
暦
克
研
究
に
於
け
る
資
本
主
義
親

図
に
於
け
る
皇
帝
は
、
折
門
事
的
洞
察
に
よ
っ
て
「
と
の
世
の
生

活
空
間
祉
」
の
た
め
に
努
力
す
べ
く
、
法
皇
は
人
類
を
勝
一
不
良

理
に
よ
っ
て
「
永
遠
の
生
活
の
踊
祉
」
に
導
く
も
の
と
規
定
せ
ら

れ
る
。上
過
の
中
世
に
典
型
的
友
人
間
接
及
び
園
家
視
と
並
ん
で
、

中
世
の
末
期
に
は
、

と
れ
ら
と
封
立
す
る
見
界
が
去
は
れ
た
。

印
ち
人
間
思
?
に
於
て
は
、
イ
刊
の
意
志
は
個
人
の
志
士
山
に
取
っ
て

か
は
ら
れ
、
園
家
の
政
治
的
意
志
と
支
配
擁
と
を
も
、
個
人
の

意
が
か
ら
導
出
せ
ん
と
す
る
見
界
が
之
で
あ
る
。
と
の
近
代
的

政
治
思
却
の
抑
証
明
と
従
郊
の
典
型
的
た
る
見
回
付
と
の
牙
加
は
、

イ
タ
リ
ア
の
自
由
都
市
の
自
己
支
配
と
ロ

1
7
の
ス
ト
ア
の
思

想
の
復
興
と
共
に
益
ミ
顕
著
と
た
り
、
文
護
復
興
及
宗
教
改
革

友
る
枇
合
的
・
精
一
判
的
鑓
革
を
経
て
近
世
に
入
る
の
で
あ
る
。

近
代
へ
の
境
革
に
於
け
る
特
徴
は
、
枇
命
同
の
諸
目
的
聯
閥
'
即

ち
諸
文
化
慌
系
(
丙
巳
Z
E
Z
Z
E
O
)
の
分
化
と
猪
立
化
の
賓
現

及
び
個
人
の
濁
立
化
で
あ
る
。

「
宗
教
・
科
事
及
び
婆
術
の
猫
立
化
の
増
大
.
人
類
の
圏
穂
生
活
に

劃
す
る
個
人
の
自
由
の
増
大
に
於
て
現
は
れ
る
精
紳
的
文
化
の
状
態

の
こ
の
出
型
化
は
、
今
や
形
而
上
皐
が
そ
の
従
来
の
歴
典
的
役
割
や
演
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す
，
r

‘・

v山
n
b
v山

L
S
m白

e

e

ほ
S
E

h
i
h
h
k
 

市

山

出

川

以

日

M

d

D
川

V
D
ぬ
め
似
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ヂ
ィ
ル
タ
イ
の
暦
奥
研
究
に
於
げ
る
資
本
主
義
概

じ
終
っ
た
と
云
ふ
こ
と
の
最
深
の
理
由
、
近
世
人
の
心
理
的
構
成
そ

れ
自
身
に
含
ま
れ
て
ゐ
る
理
由
t
あ
品
。

-
N
F
I
や
ツ
ず
ィ
シ
グ
り

が
内
的
経
験
に
基
づ
げ
た
キ
百
九
ト
敬
、
今
や
U
J

オ
ナ
ル
ド
が
現
賓

の
神
秘
的
な
深
奥
e

伊
捕
捉
す
る
も
の
と
説
い
た
嚢
術
、
ガ
日
ラ
イ
が

経
験
の
分
析
を
な
す
べ
き
も
の
と
定
め
た
料
摩
、
こ
れ
ら
が
、
そ
の
一

生
活
表
現
の
自
由
性
に
於
げ
る
近
代
意
識
を
構
成
し
に
。

古
代
ー
と
中
世
と
は
、
科
臨
平
に
世
間
介
の
謎
に
謝
す
る
解
容
台
、
現

賓
に
最
高
の
理
念
の
具
憾
牝
eT
恥
求
め
や
い
U

か
く
円
現
象
mu
郡
山
似
的

意
義
の
観
察
(
固
め
Z
E
E百四円凶
E
E
O弘
吉
出
向
品
。
E
E
m
-
R
何
回
。
宮
目

E
言
明
白
)
が
、
そ
の
因
果
的
聯
闘
の
分
析

(NR四回凶作門凶作日ヨ悶

F
E

E
品
n
r
r
n
v
s
p
E
E
E
S
Eヨ
間
切
)
と
混
ぜ
ら
れ
た
。
今
や
科
畢
が
宗

教
に
取
換
ら
ん
と
す
る
こ
と
な
〈
、
宗
教
か
ら
分
雌
し
た
こ
と
に
よ

っ
て
、
因
果
的
研
究
は
・
こ
の
雌
傷
の
結
合
か
ら
脱
し
て
、
生
の

要
求
に
近
づ
く
様
に
な
っ
た
。
人
々
は
、
超
越
的
客
髄
へ
の
抽
象
的

推
理
、
此
岸
(
ロ

E
Z町
宮
)
か
ら
彼
岸
(
』
2
5
E
)
へ
引
か
れ
て
ゐ
だ

形
而
上
撃
的
蜘
妹
の
綱
に
厭
き
、
而
も
現
象
の
背
後
の
真
理
へ
の
誠

賞
な
る
努
力
は
存
績
し
て
ゐ
た
。
か
く
し
て
ロ
マ
ン
民
族
は
、
外
的

自
然
及
び
世
俗
世
界
の
経
験
に
心
を
向
げ
、
北
方
人
は
先
づ
宗
教
的

経
験
に
心
争
向
げ
た
o」

か
く
て
生
い
た
近
代
の
知
的
環
展
の
推
賞
者
は
、
中
世
の
そ

れ
が
借
侶
で
あ
っ
た
の
に
謝
し
て
、
文
皐
者
・
著
作
家
・
大
恩
一
致

授
(
|
|
大
事
は
嘗
時
都
市
又
は
進
歩
的
な
君
主
に
よ
ワ
て
建
設
又
は

第
三
+
九
巻

五
九
六

一
四

O

第
四
時
抗

改
頁
せ
ら
れ
た
|
|
)
怒
る
新
し
い
階
級
に
属
す
る
人
々
で
あ
り
、

近
代
科
惑
は
吹
の
如
く
に
特
徴
づ
け
ら
れ
る
、
邸
ち
「
経
験
に

奥
へ
ら
れ
宍
る
現
貨
を
、
因
果
的
聯
闘
の
探
求
に
よ
り
、
吹
に

手議
るた
こま]，
と151寅!
J の
そ
の
要
素

の
6. 
ノ」

布「

特
に

賞
験
1'1: 

よ

寸ご

研

自
然
科
感
に
仙
れ
で
生
じ
た
此
の
近
代
科
壊
的
精
神
は
.
ぞ
の

帯
四
達
に
つ
れ
て
、
そ
の
固
有
の
針
象
台
ん
る
自
然
を
越
え
て
、
人

間
的
・
歴
史
的
・
駐
合
的
貫
在
を
針
象
と
す
る
精
神
科
撃
の
部
門

に
迄
侵
潤
し
、
と
誌
に
一
の
鰻
系
を
構
成
し
た
。
之
を
デ
ィ
ル
タ

精
神
科
皐
の
自
然
的
樟
系
(
色
白

イ
は
、

S
F
E
W
Z
3
E
O
B
 

《

-
2
c
a
m
F
E三
E
B
R
E
P
S
)
と
名
づ
け
る
。
「
我
h
は
、
自
然

法
・
自
然
紳
串
・
自
然
宗
教
等
々
と
稀
す
る
理
論
を
、
此
の
名

を
以
て
示
す
。

そ
の
共
通
の
襟
識
は
、
人
間
が
心
理
接
的
方
法

る、せに
とす写 4位;
云、つ
ふ入、て
事問、研
でに、究
あ方号、さ
つけ、れ
たーる、る
JmJ医l、か
此果、、
の的、生
種聯、物
系閥、準
のか、的
確ら、に
立抗士、設
は合、明
自宅見、さ
然象、れ
f斗を、る
皐導、か
に出、に
於す、閥

で
よ
り
も
透
か
に
徐
冷
た
る
も
の
で
、
十
七
・
十
八
世
紀
に
於

て
完
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
「
自
然
科
事
の
基
礎
付
け
と
同
様

ibid. S・356邦罪、前掲、 240ー叫Z頁O
ihid. S目 357・邦誇、前掲、 '41貰。
ibid. S・379Anm.邦課、前掲、 269頁。(傍里占は尚nll

14) 
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士吉1に
Llj) 、

そ
れ
程
確
寅
な
も
の
で
な
い
に
し
て
も
、

、
、
、
、

大
が
か
り
友
創

で
あ
っ
た
。

デ
ィ
ル
タ
イ
に
従
へ
ば
、
精
榊
科
撃
の
自
然
的
鰭
系
を
成
立
せ

し
め
た
迎
念
は
、

一
、
宗
教
的
理
念
、
二
、

一
二
、
自
然
科
事
で
あ
る
。
「
し
か
し
之
等
種
点
左
る
精
神
力
は
、

自
然
的
惜
系
の
形
成
へ
の
方
向
に
於
け
る
そ
の
聯
闘
と
そ
の
統

一
的
な
力
止
佐
、
官
時
の
宗
教
的
及
び
政
治
的
欲
求
か
ら
し
て

初
め
て
符
た
の
で
あ
っ
た
o
」
以
下
に
そ
の
簡
翠
た
説
明
を
加
へ

ロ
!
?
の
ス
ト
ア

b
、L
3〆
O

E
-
-
で
宗
教
的
理
念

精
神
科
壌
の
自
然
的
穏
系
の
将
来
に
奥

っ
て
最
も
力
あ
り
し
こ
の
理
念
を
生
ぜ
し
め
た
も
の
は
、
葎
教

の
セ
ク
ト
へ
の
分
裂
、
新
・
葎
教
関
の
教
義
を
廻
る
論
争
及
び

と
れ
に
仲
〈
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
戦
時
献
態
で
あ
る
。
人
々
は
卒

和
を
希
望
し
、
す
ぺ
て
宗
教
の
中
に
は
共
通
的
た
も
の
が
な
け

れ
ば
友
ら
友
い
と
考
へ
初
め
た
、
之
人
間
理
性
の
成
熟
を
物
語

る
合
理
主
義
的
思
想
の
端
初
で
切
り
、
そ
の
表
現
が
自
然
宗
教

で
あ
り
、
叉
自
然
一
柳
撃
で
あ
る
引

=
、
ス
ト
ア

上
の
仲
間
明
者
の
尽
忽
が
哲
事
者
・
科
撃
者
に

ヂ
ィ
ル
ダ
イ
の
田
鹿
臭
研
究
に
於
げ
る
資
本
主
義
観

移
っ
た
こ
と
に
閲
し
て
は
、

ロ
!
?
の
ス
ト
ア
の
思
想
の
影
響

が
甚
だ
大
で
あ
る
。
」
ア
ィ
ル
タ
イ
が
詳
細
な
研
究
を
遂
げ
て
ゐ

る
ド
イ
ツ
に
於
け
る
こ
の
韓
系
の
最
初
の
完
成
者
、

ト
ン
の
人
間
壌
・
道
徳
哲
事
・
数
皐
・
物
理
皐
・
宗
教
哲
事
等
に
於

メ
-
フ
ン
ヒ

て
一
貫
せ
る
原
理
は
自
然
の
光
一
一
E
B
g

S
E
E
S
 で
あ
り
、

一
切
の
理
論
を
之
に
還
元
し
て
ゐ
る
が
、

E
S
S
E
E
S
-命
ム

」

0
 
2
 

は
シ
セ
ロ
よ
り
出
や
る
も
の
ぜ
あ
る
q

一
品
、
自
然
科
畢

乙
の
樟
系
に
於
け
る
自
然
科
事
の
影
響
、
と

は
、
前
活
せ
し
如
く
、
そ
の
方
法
が
精
坤
科
壊
の
領
域
に
持
ち

込
ま
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
、

然
ら
ば
此
等
の
三
要
因
を
し
て
自
然
的
檀
系
形
成
に
興
ら
し

た
時
代
の
要
求
と
は
何
で
る
っ
た
か
?
一
言
に
し
て
云
へ
ば
市

民
枇
曾
の
要
求
で
あ
る
ω

中
世
の
封
建
的
枇
合
組
織
が
新
興
の

自
由
都
市
に
於
て
崩
壊
し
、
あ
ら
ゆ
る
債
値
の
時
換
が
起
り
。

L
あ
っ
た
営
時
に
は
|
|

「
都
市
の
産
業
的
抽
労
働
、
商
業
及
び
聾
畢
に
於
げ
る
こ
の
枇
曾
(
市

民
社
舎
の
こ
と
|
l
出
口
〉
の
進
歩
的
責
践
的
目
的
は
、
至
る
と
こ

ろ
に
新
し
い
課
題
含
含
ん
で
ゐ
た
。
都
市
の
増
大
し
っ
、
あ
る
不
安

な
人
口
が
ヲ
リ
改
一
一
見
さ
れ
た
生
産
手
段
及
ぴ
ヨ
リ
敏
蓮
な
る
海
上
交

第
三
十
九
巻

五
九
七

第
四
貌

四

ebenda手[，課、同所。(傍艶は出口)
Dilthey， D出 naturliche己yste田 dcrGjste~;wissenschaften im 17・Jahrhundert 
(Ges. Sch. Bd II S. 93) 
Vgl. ibid. SS. 93-153. 
Vgl. ibid. :-S. 153 --224・
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ヂ
ィ
ル
ダ
'
イ
の
暦
奥
研
究
に
於
げ
る
資
本
主
義
観

温
を
願
っ
た
此
の
枇
舎
に
は
、
古
品
大
墜
に
於
げ
る
ス
コ
ヲ
的
な
論

フ
ェ
ア
ヌ

l
フ

戟
術
が
何
の
役
に
立
っ
た
ら
う
?
只
試
み
・
計
算
・
哉
日
子
経
験
の

道
に
の
み
、
思
惟
は
生
の
要
求
を
満
足
せ
し
め
る
こ
と
が
出
来
た
の

で
あ
る
。
而
し
て
今
や
此
の
近
代
的
課
題
が
そ
れ
か
ち
費
生
し
た
こ

の
新
し
い
市
民
社
曾
日
は
、
叉
そ
の
課
題
の
解
決
の
近
代
的
方
法
が

様
は
っ
て
ゐ
た
。
何
と
な
れ
ば
、
毛
の
中
に
は
、
勢
働
す
る
手
九
科

事
的
精
紳
と
の
古
代
的
分
裂

2

0

5

5
。
吋
2
5
5
m
n
Z
L
Z
E
K
1

2
4
L
g
H
r
R
5
M
f
u見
回
目

r百
円
山
内
出
の

2
2〉
町
に
は
成
制
に
.

産
業
勢
働
と
科
皐
的
反
省
と
の
創
造
的
な
結
合
(
訟
の

E
v
g
v
F
2
2
z
m

〈

2
Zヨ
L
Z
ロ四品。同][ロ品ロ弘司向。目
roF
門
出
回
伊
丹
品
。
ロ
喝
一
umhMEME-HMH{'mznFEM

、‘
... 

、
、
、

Z
2
r
ι
g
r
o与
が
形
成
せ
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
e

自
由
な
る
市
民
社

.

.
 ‘
、
、
‘
.
、

.

.
 、
‘
.
、
、
、
.
、
、

.

.

 、
.
、
、

曾
の
内
部
に
於
げ
る
勢
鋤
と
研
究
的
精
紳
と
の
こ
切
結
合
は
、
理
性

の
自
律
と
支
配
の
時
代
を
将
来
し
た
の
で
あ
つ
が
回
」

か
く
し
て
成
生
し
た
精
一
柳
科
皐
の
自
然
的
関
系
の
著
名
友
る

著
述
家
は
、

ポ

l
ダ
ン
・
〆
ロ

1
7ィ
ク
ス
・
ホ
ッ
プ
ス
・
ス
ピ
ノ

ず
等
で
あ
る
。
次
に
我
h
M

は
、
中
位
の
形
而
上
墜
を
特
徴
づ
け

る
た
め
に
た
し
た
様
に
、
此
の
鶴
系
の
人
間
事
及
び
園
出
来
視
を

検
討
し
ゃ
う
。車

既
惑
の
如
く
、
中
世
の
人
間
接
の
崩
壊
は

既
に
中
世
の
末
期
よ
り
初
ま
る
。
新
し
〈
生
れ
た
人
間
感
は
、

乙
の
膿
系
一
般
と
同
じ
く
時
代
の
要
求
よ
り
生
じ
た
も
の
で
、

第
三
十
九
巻

五
九
八

第
問
時
嗣

四

そ
の
共
通
的
特
徴
は
ベ
一
)
自
然
科
墜
よ
り
来
れ
る
「
論
理
的
数

事
的
形
而
上
皐
的
命
題
に
よ
る
現
象
の
構
成
」
と
、

(
二
)
デ
カ

yレ

ト
4つ
影
響
よ
り
生
‘ぜ
る
目寸

L. 
広》

i構
成
せ
ら
れ
た

で王見
あ象
る判，.'D
。ー..，i冥

此質

性
を
恕
識
の
原
則
よ
り
袖
山
川
せ
ん
と
す
る
欲
求
」

の
人
間
接
の
課
題
は
、
「
心
的
生
命
の
同
果
的
聯
闘
を
支
配
す
る

法
則
の
附
ぃ
仏
」
に
あ
る
が
、
之
近
代
の
説
明
的
楠
成
的
心
酬
明
感
の

根
本
命
題
で
あ
る
。
理
性
の
白
律
の
段
階
に
到
達
し
た
人
々
の

限
に
は
、

zdng同
法
王
将
F
O

人
聞
は
「
心
的
物
的
機
械
樫
」

露。

n
r
s
z
E
E
)
た
る
抽
象
的
関
丸
と
映
じ
。
人
間
の
心
的
欣

態
の
最
高
の
原
則
は
、
白
己
保
存
で
あ
っ
た
巴

と
の
人
間
撃
を
代
表
す
る
者
は
.
特
に
ホ
ッ
プ
ス
・
ス
ピ
ノ
.
#
円

で
あ
る
。
人
間
墜
を
哲
製
の
一
部
内
と
し
て
掲
げ
る
ホ
ッ
プ
凡

に
あ
っ
て
は
、
人
間
と
は
物
理
的
小
部
分
の
一
髄
系

(
ゆ
宮
由
〕
、
中

件。

E

gロ立】〕『町一日
nFs-ao--円
roロ)
で
あ
り
、
心
的
生
命
の
諸
事

象
は
自
然
の
テ
キ
ス
ト
に
於
け
る
挿
入
物
に
過
ぎ
十
、
生
の
椿

治
聯
闘
と
は
、
心
的
生
命
の
諸
峨
能
を
可
能
左
ら
し
む
る
肉
惜

の
自
己
保
存
に
協
働
す
る
聯
闘
で
あ
る
。
か
く
し
て
近
代
的
白

熱
中
山
静
争
た
る
彼
は
、
人
間
を
唯
物
論
的
個
人
主
義
的
に
把
握

Dilthey， Die Autonomie des Deuken，; im 17-Jah:dwndert {Ges. Sch. Bd. 11 
S5. 257， 258) 
Vgl. Dilthey， Anthropologie des J[凶6.u叩nil1η7. J戸ah;:凸h主川1
日 441)
V gl. ibid 5. 453・
Vgl. ibid. 5.251. 
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し
、
人
間
皐
は
心
的
生
命
の
形
態
事
及
び
生
理
事
と
な
る
。

ピ
ノ
ザ
は
「
エ
テ
ィ
カ
」
に
於
て
、
精
榊
・
感
情
の
起
原
・
性
質
、
感

情
・
悟
性
の
力
を
研
究
し
て
ゐ
る
が
、
そ
の
方
法
は
幾
何
製
的

演
緯
で
あ
り
、
精
神
は
徹
底
的
に
因
果
聯
闘
に
於
て
構
成
的
に

把
握
さ
れ
て
ゐ
る
。

ーー
園
家
観

岡
家
観
は
人
間
撃
に
基
礎
を
背
く
、
そ
の

人
間
製
が
個
人
主
義
的
構
成
的
で
る
る
や
う
に
、
岡
家
も
亦
個

人
主
義
的
分
子
論
的
に
把
指
せ
ら
れ
冶
。
自
己
保
存
を
精
一
仰
の

最
前
の
附
附
則
と
見
た
別
性
に
日
慌
め
た
人
聞
の
枇
λ

州
首
位
前
の
法

礎
は
、
人
憾
の
自
由
・
私
有
財
産
・
個
人
の
私
法
的
義
務
の
安
首

と
云
ふ
こ
と
で
る
り
、
彼
等
は
法
律
生
活
に
は
白
然
法
を
、
図

家
生
活
に
は
岡
家
契
約
誌
を
要
求
し
た
。
「
図
家
契
約
は
.
彼
(
ポ

及
び
営
時
の
杢
て
の
偉
大
友
法
律
曲
学
者
・
政
治

田

島
・
者
の
自
明
的
友
基
礎
で
あ
っ
た
。
L

ー
グ
ン
出
口
)

様、鰻
系、系テ
庁、、 Lーイ

結、の二
果、室 2
コヲは:

車、平
気、七
U1L、t片

足:P
2?を
肯旨. り

る
c 精
2 抑11
己諸
霊平1
2三塁発
lの
白、自
然、然

的、的

(
討
中
古
田
印
ヰ
ロ

g
N
2
に
於
て
次
の
如
く
に
書
い
て

ゐ
る
。
〔
註
亡

ヂ
ィ
ル
タ
イ
の
Em奥
研
究
に
於
げ
る
資
本
主
義
観

ス

「
自
然
的
関
系
は
、
最
初
は
ロ
1
7
法
撃
に
よ
る
法
律
秩
序
の
獲
草

(巴
B
R
E
E
-
T
F
口
問
)
に
作
用
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
資
本
に
謝
す
る
自

由
な
る
運
動
を
要
求
し
た
産
業
及
び
商
業
へ
の
移
行
に
よ
っ
て
傑
件

づ
げ
ら
れ
た
。
:
-
ロ

1

7
法
皐
は
、
私
有
財
産
法
・
家
族
法
・
画
法

の
中
に
、
個
人
人
格
を
そ
の
聯
関
か
ら
解
放
し
た
。
意
志
が
主
極
的

に
協
動
す
る
契
約
は
、
あ
ら
ゆ
る
法
的
関
係
の
根
本
形
式
と
な
っ
た
。

ヨ
シ
ゼ
ク
ヱ
レ
ッ

そ
れ
よ
り
生
じ
た
結
果
は
、
こ
の
勤
を
越
え
て
岡
法
に
も
及
ん

だ
。
国
法
一
の
要
求
は
、
封
建
的
秩
序
か
ら
政
治
的
職
能
を
解
放
す

る
と
一
置
ふ
こ
と
の
中
に
あ
っ
た
。
閣
法
は
抽
象
的
な
個
人
の
仮
定
の

下
に
、
契
約
に
基
い
て
組
成
せ
ら
れ
た
意
志
が
圃
家
契
約
を
形
成
し

た
と
J
れ
ば
、
丸
岡
家
契
約
を
解
消
す
る
こ
と
も
出
来
た
の
で
あ
る
。

副

Mm生
河
内
仏
内
部
で
は
、
判
然
的
剛
腕
部
は
賢
木
当
載
計
一
〉
ー
し

tpA

怖
る
べ
き
結
果
'T
鷲
し
士
。
可
動
的
な
資
本
は
、
近
代
法
律
秩
序
の

内
部
で
、
嘗
て
ロ
1

7
帝
国
の
秩
序
の
内
部
で
し
た
や
う
に
)
無
制

.‘
 •.• 
、
.
.
 、
.. 
、
.
.
 、、

限
に
櫨
カ
を
ふ
る
っ
て
ゐ
る
。
資
本
は
そ
の
欲
す
る
も
の
を
倒
す
こ

と
が
出
来
、
そ
の
哲
一
一
む
も
の
を
犯
え
る
こ
と
が
出
来
る
。
そ
れ
は
抜

、
、
、
フ
ァ
ン
グ
・
ア
ル
メ
レ
、
、
.
、
、
、
、
、
、
.
、
、

.

.
 、
.
.
 、

千
の
眼
と
鈎
腕
と
を
持
ち
、
行
か
う
と
す
る
方
に
は
何
慮
に
帽
に

も
行
く
こ
と
の
出
来
る
野
款
に
等
し
い
も
の
で
あ
る
。

更
に
叉
、
「
現
在
資
本
主
義
は
、
農
業
経
務
を
貨
幣
に
ゆ
世
周
せ
し
な

わ
事
に
よ
っ
て
、
J
C
の
最
後
の
結
果
い
獲
得
し
?
ゐ
♂
叫
」

と
与
に
わ
た
く
し
は
補
者
の
珂
解
を
得
る
た
め
に
、

こ
の
学

の
意
味
を
詑
明
し
友
け
れ
ば
友
ら
左
い
。

「
生
及
び
世
界
の
形

A
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デ
ィ
ル
タ
イ
の
歴
史
研
究
に
於
げ
る
資
本
主
義
概

態
」
と
は
何
で
る
ら
う
か
?

デ
ィ
ル
タ
イ
は
、
彼
の
範
暗
論
「
生
の
純
時
」

(58向。
同
一
出
口

品。副]『

h
g口
国
}
の
中
で
次
の
如
く
に
鴻
e
へ
て
ゐ
る
。

ゲ
シ
ュ
タ
ル
ト
ウ
〆
ク

「
-
a
-
形
態
は
生
の
一
の
普
遍
的
な
属
性
で
あ
る
。
我
h

が
生

を
深
く
観
察
す
る
な
ら
ば
、
ど
ん
な
貧
し
い
魂
に
も
形
態
は
あ
る
。
我

々
は
そ
れ
を
最
も
明
瞭
に
偉
大
な
入
閣
が
暦
皮
的
運
命
を
持
っ
と
v

一

ろ
で
丸
町
の
で
あ
る
が
、
生
の
級
過
に
於

TMm磁
を
含
ん
で
ゐ
な
い

税
貿
し
レ
盛
は
存
祖
し
な
い
。
心
的
生
の
構
造
及
そ
れ
に
基
い
で
獲

得
せ
ら
れ
た
心
的
生
の
聯
闘
が
、
生
の
恒
常
性
を
形
成
し
、
園
型
化
及

境
轄
に
於
て
表
ば
れ
る
所
で
、
所
輿
の
諸
関
係
が
過
ぎ
去
っ
た
時
じ

は
、
形
態
と
な
る
の
で
ゐ
h
。

形
態
と
は
、

--
L 

生
の
一
属
性
で
あ
り
、

生
が
そ
の
寅
践
的
精
進

に
従
っ
て
、
生
及
ぴ
世
界
に
働
き
か
け
、

M 

後
の
時
代
に出

は Ei
0.;> 
2 

の z
形、::>
態、 F
と垣
し平

EF--品
。
ロ
し
た
そ
の
結
果
が
、

て
歴
史
的
批
合
的
責
在
の
上
に
そ
の
跡
を
遣
す
の
で
る
る
。

毛二

a
h

陀
云
ふ
資
本
主
義
も
之
と
同
様
で
る
っ
て
、
人
類
の
知
的
議

展
の
途
上
に
表
は
れ
た
精
神
科
皐
の
自
然
的
岨
閥
系
を
以
て
人
類

が
生
b
L
F
1開

g
z
r
g
し
た
結
果
が
、
逆
に
人
類
を
捕
え
、
引

き
づ
り
廻
は
さ
や
に
沿
か
ぬ
怖
る
ペ
き
野
獣
と
し
て
客
観
化
さ

れ
た
の
で
あ
る
。設苓

.
第
三
十
九
巻

六
0
0

第
凶
就

一
四
回

〔
註
ご

此
の
章
は
本
論
文
が
品
目
表
さ
れ
た

Z
X
後
に
書
か
れ
た

も
の
で
あ
っ
て
、
遺
稿
か
ら
全
集
の
編
者
が
附
加
し
た
も

の
で
あ
る
。

〔
註
町
一
]

資
木
主
義
に
就
て
、

U
M
H
F
q
は
他
の
場
所
で
一
言
鯛
れ

E

ロ-o
照
的
関
吋
点
目

M
b

∞
∞
・
ト
ι内
一
.
開
ぷ

vxtEi

て
ゐ
る
。

自
ロ
u
同吋

M
L
H
H
E
F
T
z
r
p
目

ー

や

h

d

噌

ト

3

2
M
M
Hい
旬
内
凶
】

F
N
O
O
M叫
』

戸

hH吋
戸
島
一
回

UFJMmpF伶
伊

〔ピ
H
Z
Z
η
}♂

]
}
h
v
u
p
o
u
-
N
n
r
Eの
ト
「
自

F
U吋
}
M
Z出
品

m
M
丹

F
L
Z

〉

l

l

l

ト

4

1

1

4

4

4

4

白
、
、
、
‘

t

P
L
J
f
z
z
C
H
O
F
4〈
O
H阿
国

‘

刊

H
巾
に
h

以
内
ロ
ー

X
M

川

町

叫

出

血

伽

凡

J

J

1
4
t
h
 

以
上
は
よ
ア
ィ
ル
タ
イ
の
歴
史
研
究
を
過
し
て
見
た
彼
の
資
本

主
義
翻
の
紹
介
で
あ
る
が
、
我
阜
、
は
こ
ミ
に
注
目
す
ぺ
き
若
干

の
黙
を
見
出
す
。

第
一
は
、
資
本
主
義
の
淵
源
に
倒
し
て
ピ
あ
る
。
資
本
主
義

て
ふ
結
果
を
賀
し
た
生
の
構
造
は
、
そ
の
源
を
遠
〈
中
世
の
末

と

期
よ
り
近
世
の
初
頭
に
於
て
端
を
褒
し
て
ゐ
る
。
資
本
主
義
は
.

市
民
枇
舎
の
要
求
に
刺
戟
さ
れ
た
諸
文
化
鰻
系
(
宗
教
・
哲
畢
・
科

宰
等
)
が
協
勤
し
て
精
神
科
皐
の
自
然
的
髄
系
を
完
成
し
、
そ
の

形
態
と
し
て
把
握
さ
れ
て
ゐ
て
‘
只
軍
純
に
・
公
式
的
に
経
済
生

活
な
る
一
文
化
膿
系
の
み
よ
り
理
解
さ
れ
て
は
ゐ
た
い
の
で
あ

る

同

π間

(Ge.. 8ch. Bd IL 8. 245)ー傍離は出口。
ibid. A副 ll. S. 520.-問主。
Dilthey. Plan der Fortset7.tlng: zum Aufbau der ge~，chkhllichen '-¥Telt in die 
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' 

第
二
に
、
資
本
主
義
を
綿
来
し
た
理
念
を
説
明
す
る
に
営
り

彼
は
詳
細
に
そ
の
人
間
皐
を
展
開
し
て
ゐ
る
と
と
が
注
意
さ
る

べ
き
で
あ
る
。
人
間
壊
を
基
礎
理
論
と
友
す
彼
の
方
法
論
の
具

徳
的
週
間
を
乙

L
K
見
る
こ
ム
」
が
出
来
る
。

第
三
に
、
彼
が
資
本
主
義
を
牌
来
し
た
現
念
の
歴
史
昨
骨
静

を
認
め
て
ゐ
る
と
と
が
注
諒
さ
れ
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
精
神
科

壊
の
自
然
的
髄
系
は
自
然
科
阜
の
恭
礎
仰
け
と
同
様
に
「
大
が

担

i
h

り
な
剣
喧
l
p・
め
り
・
「
精
一
仰
諸
科
棋
は
、
と
の
栂
系
に
於
て

初
め
て
そ
の
濁
自
の
巾
心
、
印
ち
人
聞
の
本
牲
を
見
出
し
が
」

と
云
っ
て
ゐ
る
。

第
四
に
、

J

ア
ィ
ル
タ
イ
も
亦
資
本
主
義
枇
舎
を
人
類
枇
舎
の

最
も
合
理
的
な
枇
舎
組
織
と
は
考
へ
友
か
っ
た
。
そ
れ
ど
こ
る

か
彼
は
資
本
を
債
値
判
断
し
て
「
野
獣
」
と
た
し
、
資
本
主
義
を

目
し
て
精
神
科
皐
に
闘
す
る
不
完
全
な
理
念
を
以
て
歴
史
的
枇

舎
的
寅
在
を
指
導
し
た
「
怖
る
べ
き
結
呆
」
と
た
し
、
そ
れ
に
封

ず
る
憎
悪
は
、
精
一
柳
科
事
の
自
然
的
櫨
系
を
論
ポ
る
歴
史
研
究

を
褒
表
せ
し
後
に
・
手
稿
に
於
て
そ
れ
に
添
加
す
べ
き
新
た
な

る
一
章
を
書
か
し
め
た
程
、

そ
れ
ほ
ど
強
烈
で
る
っ
た
。

デ，
q

ル
ダ
イ
の
廃
史
研
究
に
於
げ
る
資
本
主
義
観

第
五
に
、
然
ら
ば
J

ア
ィ
ル
タ
イ
は
、
資
本
主
義
枇
合
組
織
を
如

何
な
る
祉
舎
に
止
揚
す
ぺ
し
と
考
へ
た
で
あ
ら
う
か
?
彼
は
こ

の
鮪
に
就
て
明
確
左
表
現
を
興
へ
て
は
ゐ
た
い
。
だ
が
次
の
事

は
惟
側
し
て
誤
り
は
な
い
で
あ
ら
う
。
資
本
主
義
は
精
榊
科
事

護
迷
の
一
段
階
た
る
自
然
的
儒
系
の
結
果
(
客
観
情
紳
へ
の
表
現
}

と
考
へ
ら
れ
た
。
そ
の
様
に
帰
来
枇
合
も
亦
、

一
柳
科
事
の
段
階
の
結
果
で
友
け
れ
ば
左
ら
左
い
で
あ
ら
う
と
云

ヨ
ワ
進
ん
だ
精

ふ
に
と
が
之
で
あ
る
。
彼
に
従
へ
ば
ー
精
帥
利
勝
γ

は
自
然
的
概

系
を
経
、
て
-
7
イ
プ
ニ
ッ
ツ
以
後
よ
り
護
展
史
的
段
階
に
移
る
。

そ
の
中
心
思
想
は
「
個
性
」
と
「
護
展
」
で
あ
り
‘
下
っ
て
へ

l
ゲ

ル
に
ま
で
及
ぶ
と
考
へ
た
が
如
く
で
あ
る
。
故
に
恐
ら
く
は
、

彼
が
唱
え
た
精
一
川
料
製
の
基
礎
付
け
の
上
に
建
設
さ
る
べ
き
戸

ィ
ル
タ
イ
的
段
階
を
獲
得
す
る
と
と
に
よ
っ
て
、
資
本
主
義
は
止

坊
さ
る
べ
し
と
信
じ
た
で
あ
ら
う
。

最
後
に
、
上
の
憶
測
の
上
に
立
っ
て
、
わ
た
く
し
の
貧
し
い

疑
問
を
遁
べ
て
此
の
紹
介
を
終
ら
う
。

デ
ィ
ル
タ
イ
は
資
本
主
義
を
、
歴
史
的
登
展
に
於
て
、
償
値
評

慣
に
於
て
、
歴
史
的
意
味
付
け
に
於
て
、
或
は
又
寮
践
的
方
策

第
三
十
九
巻

六
O

第
四
披

一
四
五
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ヂ
q

ル
タ
イ
の
廃
奥
研
究
に
於
げ
る
資
本
主
義
観

の
観
黙
に
於
て
把
握
し
て
ゐ
る
。
之
は
貧
践
利
融
十
的
把
握
と
し

て
誠
に
疋
し
い
と
一
去
は
ね
ば
左
ら
ね
。
け
れ
ど
も
次
の
枇
合
組

織
に
烹
ろ
宮
践
的
梨
械
が
資
本
全
義
向
身
の
内
部
附
構
造
の
中

に
見
山
内
さ
れ
る
と
と
少
く
、

た
め
に
資
本
主
義
に
封
ず
る
嫌
悪

が
感
傷
的
な
慨
嘆
と
感
ぜ
ら
れ
も
す
る
内

勝
識
に
於
て
腔
史
家
で
あ
っ
た
一
ア
ィ
ル
タ
イ
の
庶
史
は
精
榊

庚
と
呼
ば
れ
え
や
う
じ
そ
と
で
は
答
捌
料
一
酬
は
そ
の
上
舵
総

針
精
紳
の
花
が
険
く
場
所
と
し
て
顧
み
ら
れ
て
、
本
質
的
に
は

絶
劉
精
榊
の
高
み
か
ら
歴
史
が
編
ま
れ
る
。

乙
の
黙
に
闘
し
て

我
々
は
ヂ
ィ
ル
タ
イ
の
方
法
論
を
克
に
一
歩
進
め
て
.
へ

l
ダ
ル

の
哲
由
宇
幽
間
糸
の
共
能
性
に
於
て
之
を
生
か
さ
た
け
れ
ば
な
ら
な

ぃ
。
歴
史
は
客
観
精
紳
と
絶
針
精
刷
と
の
一
才
盾
・
統
一
の
措
置

法
的
闘
係
に
於
て
認
識
さ
れ
注
げ
れ
ば
な
ら
な
い
。
(
註
】

〔註〕

本
稿
で
わ
た
く
し
は
り

==dq
の
隔
地
具
の
方
法
論
を
論
守
る

品
開
白
を
持
た
な
か
っ
た
の
は
遺
憾
で
め
る
@

第
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